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４．論文創作マニュアル

内容が充実し，よい素材を多く集めた論文でも，

その論述の論理性，その文章としての用語，用字な

どの信頼性を損なっては，よい論文とは認められな

い。一般に技術系論文では，まず広く関係文献をよ

く調べ，研究テーマを掘り下げ，実験あるいは理論

的に新規性のある結論を導くべく，十分な論議を展

開して，読者に理解を求めることが重要である。

さらに，論文の書き方，文章の巧拙，図・表など

の有効活用も，よい論文に仕上げるための必要条件

となる。また，文章にアクセントをつけ読者を引き

つけるためには，演繹型か帰納型のどちらかに統一

することも必要である。文章の構成には

①　問題の肯定・否定の両説をあげ，そのうちから

論理的に肯定的な説を導き出す。

②　普通は自分の支持する説を後に出し，対応する

説と対比させながら自論を提示する。

③　読者の判断に待つような間接的な論述方式より

も結論をはっきり明確に示すべきである。

④　主題となる論説を，鮮明に繰り返して論を張っ

て主張することも重要である。

以下，本章では，まず本誌「技能と技術」におけ

る記事としての技術系論文を書くことに焦点をしぼ

って，その編集に関する資料と二，三のコメントを

述べることとする。

４.１　本誌論文系記事の種類とその要項

「技能と技術」誌は，その編集方針として以下の

項目を取り上げている。

①　職業能力開発施設における教育訓練の実践例を

取り上げ，今日的課題についての関心を高め，現

場の参考に資すること

②　諸外国の職業能力開発事情に関する情報の提供

③　社会的要請に即応したテーマの特集

④　伝統技能および熟練技能の紹介

⑤　公共職業能力開発施設の社会的役割の明確化に

役だつような研究，または実践事例を取り上げ，

施設の活性化に資すること

⑥　企業の職業能力開発に関する事例を取り上げ，

業務の参考に資すること

また，その記事となるコラムの主なものとして，

①　実践報告：各訓練施設における各種訓練コース

開発，カリキュラム開発，訓練方法，指導法，評

価法等の実践報告

②　調査報告・研究報告：社会情勢や動向を調査研

究し，能力開発業務にかかわる部分の考察をした

報告

③　技術情報：技術的に新しい内容で訓練の実施に

有用な情報（各種訓練の応用に生かすための）

④　技術解説：基礎的な技術の解説

⑤　教材開発・教材情報：各訓練コースで使用され

る教材開発の報告，教材に関する情報

⑥　企業の訓練：企業の教育訓練理念，体系，訓練

内容，訓練実践を紹介

⑦　実験ノート・研究ノート：各種の試験・実験研

技能と技術誌論文作成へのアプローチ
（その4）
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究等で訓練に有用な報告・研究資料

⑧　海外情報・海外技術協力：諸外国の一般情報，

海外訓練施設での訓練実践，教材等の情報

⑨　ずいそう・雑感・声・短信・体験記：紀行文，

所感，随筆，施設状況等各種

⑩　伝統工芸：伝統工芸を伝承するための技能や人

物を紹介

以上がその全容を列記したものであるが，記事と

してまとめるに当たっては，その内容，性格をよく

吟味してコラムを決定する必要がある。

一般に各種専門学協会誌や雑誌では，普通に掲載

される記事としてのコラムの種類とその内容の定義

を明確に示しているのが普通である。ここに参考と

して，日本機械学会誌の関係資料を紹介することと

する。

①　研究論文：独創性をもった研究についての，原

則として未発表のもの（８ページ以内を原則とす

る）

②　総合論文：一連の研究論文を要約して系統的に

記述したものである。また特定の技術あるいは製

品の完成に至るまでの過程および成果の解説

③　寄書：速報的意義をもつものであって，原則と

して短いもの。また簡単な研究報告

④　展望：特定の事項に関しての歴史的推移，現状，

将来の見通しなど，広い視野にたち記述したもの

（８ページ以内）

などの関係コラムをあげることができる。

４.２　論文アウトラインの作成とその活用

一般に技術系論文はその性格上，その題目につい

て何をどのような順序で書くかを決め，いわゆるそ

のアウトラインを作って，計画的に書き進めるのが

望ましい。それは出来合いの論文の型を利用するの

ではなく，自分自身で，その研究内容にふさわしい

形式を作ることによって自主性のあるユニークな論

文とすることができる。

アウトラインの作成に当たっては，まずその計画

段階で，いろいろな面から検討を行い，十分構想を

練ることが必要で，徹底的に練り上げられたストー

リーができあがれば，論文としての文書の大部分が

でき上がったということができる。

次にアウトラインの作成に当たっての二，三の要

点を列記すると，

①　文章中にぜひ書くべきと思う要件を重点的に列

記し，その項目とその順序等の目安をつけやすく

する。

②　書こうとする内容の要点となるキーワードを列

記し，執筆期間中，折にふれ毎日の生活のなかで

情報や資料の蒐集などの活用を図る。

③　必要と思われる図表類を集め，あるいは新しく

作成して，その内容の充実を図り完璧を期する手

だてとする。

④　列挙した要点を整理して，中心主題と関係の比

較的うすいものや，問題をあまり複雑にしすぎる

ものを取り除く作業をする。

以上の作業によって，目指す技術系論文のすじ書

きができるはこびとなる。しかしまとまった研究論

文などの場合には，必要に応じて，さらに関係資料

を集めたり，参考書類を調べたりして，既発表作品

はないかなどを吟味することにより，そのアウトラ

インが立派なものとなっていくこととなる。

なお，ここで最も重要なことは，すでに「２.２

論文創作へのアプローチ」において述べた事項の確

認のチェックである。特に，g 技術系論文におけ

る六大眼目 の事項のうち，論理性・信憑性・独創

性などの検討が特に重要である。これらの作業の結

果は，その論文の客観的評価の基準となるものであ

る。

４.３　技術系文章表現上の留意事項

a 文体と用語

科学技術論文の文章は原則として，文章口語体と

し，「……である」とし，「……であります」となる

会話口語体ではない。また「……表のごとくである」

とする文語体的表現も，上記同様「……表のとおり

である」とすべきである。



次に文章のある箇所を特に強調したいときなど，

よく誤って使用されることの多い文語体的表現例を

二，三取り上げ，それに対応する文章口語体的表現

を表５に示す。

一般に文章は，普通，漢字ひらがなまじりとなる

が，相対的にあまり漢字が多く含まれると，印象的

に重く感じられるので，通常１センテンスの語数の

３分の１程度が標準であるとされている。一般に漢

字は約50,000字あるといわれているが，そのうち

5,000字ほどが普通使われており，1,850字がいわゆ

る義務教育にて，読み得るように定められている。

多岐にわたる漢字は，ややもすると書き誤りがち

である。特に同音（訓）異義の［合う～遭う］，［痛

む～傷む～悼む］などの例のごとく，書き誤りやす

い漢字が多くあるので注意する必要がある。

普通，正式に文章を書くとき，机上に二，三の専

門用語集と一般国語辞典を置いて，必要に応じて確

かめるのがよいと考えられている。

s 漢字とひらがなの使い分け

なるべくやさしい漢字を間違いなく使うことも，

わかりやすい文章にするため大切なことである。認

められた音・訓の範囲内で当用漢字を使って文章を

書けば，大多数の読者に無理なく読んで理解しても

らえることになる。昭和23年に決められた当用漢字

もその後改定され，昭和48年に告示されている。そ

の要旨はこれまでの制限的な性格を改め，文章を書

くときの｢目安｣「よりどころ」程度にとどめ，慣用

を尊重することとなっている。特に科学・技術・芸

術などの専門分野や個人の文章表記にまで及ぼそう

とするものではないとしている。表６は漢字を使わ

ないで，いい表す言葉の典型的な例である。以前は，
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文語体的表現 文章口語体的表現 

試験のみならず 試験だけでなく 

主たる 主な 

続けつつある 続けている 

この場合においては この場合では 

変更すべく 変更するため 

期待できぬが 期待できないが 

正しからざる 正しくない 

確たる証拠 確かな証拠 

切削すべく 切削するため 

ここにては ここでは 

彼のみである 彼だけである 

大学にては 大学では 

表５　文語体と文章口語体の対応

あえて くる ちょうど 

あと こと ついて 

あぶない ごとく ついに 

あまりに ことさら ていねいに 

あらかじめ ことに できる 

あらゆる この とおり 

ある これ とき 

いう ささえる どこ 

いえども さすがに ところ 

いかなる さっそく どの 

いささか さて とりあえず 

いずれ さまざま どれ 

いたって しかし ないし 

いつ しかるべく なお 

いっさい じきに なかなか 

いっそう したがって など 

いったん しばしば ならびに 

いつも しばらく なるべく 

いよいよ ずいぶん ばかり 

いろいろ すぎる はなはだ 

おいて すなわち ひいては 

おおむね すべて ひととおり 

おのおの すみやか ページ 

おのずから せっかく ほかに 

およそ そこ ほど 

および その ほとんど 

かえって それぞれ ほぼ 

かつ だいたい まさに 

かつて たいてい まで 

かなり たくさん みる 

かねて ただ りっぱ 

かわりに ただし わかる 

きわめて ため わずか 

ぐらい だんだん われわれ 

表６　普通漢字を使用しない言葉



漢字の使用度が多いほど，教養が高いといわれてい

たが，現代では，先に述べたごとく，１センテンス

中の約３分の１程度の漢字の量が読みやすいと考え

られている。

なお，漢字とひらがなの使い分けについて，以上

のほか表７に一例を示すごとく「……言った」「銀

座通り」「……終った時」「図面を見る」などの場合

に漢字を使用するが，仮定的条件の「……のとき」

などのようなときは，ひらがなを使用するのが普通

である。

４.４　技術系論文の構成と体裁

論文のコラムとしての記事の種類により，その文

章の体裁が異なるほか，その中心主題が理論的なも

のか実験的手法のものかによっても，その構成が異

なることは当然である。また，特に留意することは

そのコラムの割り当てページ以内にきちんと収める

ことは必要条件である。

次に最も一般的な場合について，各項目とその内

容の記載に当たっての概要について述べる。

a 題目

論文の内容を簡潔・明確に表現するもので，必要

に応じて副題目を付してもよいが，略号を用いるの

は避けるべきである。特に留意すべきは研究内容と

の整合性を損なうような誇大表現，あるいは一部結

果にこだわったような表現は厳に慎むべきである。

s 要約

一般に定められた字数制限があるので，その範囲

内で，研究の手法やその成果を要領よくまとめる必

要がある。記述する順序は本文と対応していること

が重要で，その結果を整理した後に著者の考えや学

説を直截に記述することが望ましい。

d 緒言・緒論・まえがき

論文内容の意図する主題とその研究目的・手法な

ど，読者にその文章を読む意義とその理解を求める

ものを簡明に書く必要がある。そして，既刊の主献

などで本文に関連のある参考文献や資料，歴史的な

研究の背景などについても触れ，本研究の背景に触

れながら，本研究の意義を主張する。

f 主部

主部の構成には筋が通っていることが大切で，そ

のためにはすでに「４.２　論文のアウトラインの

作成とその活用」で述べたが，ここではその活用が

最も有効である。そして必要な事項を漏れなく順序

よく書き，文章は論理的に，かつ理論的ならびに実

験的な証拠や証明がなされていなければならない。

また読者に理解されやすく，書き表すため，論述に

おいて，飛躍のない説明であることが肝要である。

したがって，文章は，冗長，蛇足は厳に慎み，目的

的であって，いわゆる一般論は極力避けなければな

らない。

章・節・項などの番号付けは，本誌については１，

１.１のように数字によるとされており，その内容

の展開において，それぞれ　a，s，d……とする

ことも必要に応じて採用するとよい。

また特に実験的な研究を主とするものの場合にお

いては，機材・器具の説明，実験・試験の方法など

についても項を設けるが，数式などの展開には要を

得たコメントを付して，簡略にし，冗長となるのを

防ぐ必要がある。
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漢字の使用例 ひらがなの使用例 

私が言ったこと 正しいというが 

事の重大さ 採用することに決定 

事新しく 行ったことがある 

主張を通す 次のとおり 

測定が終った時 低温のときには 

会合する所は 加熱したところ 

安全な所 君らしいところ 

図面を見る 相談してみる 

映画を見る よく考えてみる 

貴重な物 科学者というもの 

経験の少ない者 行こうとするものの 

東京へ行く 技術が向上していく 

台の上に置く 放置しておく 

見学に来る 摩耗してくる 

１週間限り 努力しないかぎり 

表７　漢字とひらがなの使い分け



以上のほか，総合的には文章表現の基本として，

すでに述べた前章「３．論文作成の要項」の中心と

なっている学術性，センテンスとパラグラフの組立

てとその構築に十分な配慮をする必要があること

は，言を待たない。

g 結論・結言・むすび

主部の本論で論議され，データを示し，本研究の

目的とする理論や実験や調査結果などより得られる

推論の集約である。推論は結果から引き出すが，結

果そのものが結論ではなく，本文から無理なく結論

に達する過程を論理的に明らかにするように書くこ

とが必要である。

h 文献・参考文献・脚注

論文の最も重要な要素の１つは，プライオリティ

（公開時期による優先権）の存在である。これは当

然，新規性，独創性の評価対象となる。したがって

他者を含み自分自身の知見に対しても，その出典は

明確にしなければならない。

特にこの点を不鮮明にしている論文は，時として

解説記事とみなされ，その価値を喪失することがあ

るので注意する必要がある。

４.５　論文の最終仕上げと推敲

a 明晰な文章とするためのチェック

一応書きあげた文章は当然，「３．論文作成の要

項」等に基づき書かれたものと思われるが，それで

も最終仕上げの段階で，なお万全を期して，総合的

なチェックを行う必要がある。

その第１の目的は論文としての全体像のバランス

感覚に基づき，かつその成果を読者に正しく理解し

てもらうため，最も重要な作業である。

すでに「３.４　文章表現の留意事項」でも述べ

たが，さらに本項では特に重要と思われる二，三の

事項を追加列記し，特に推敲時用として活用される

ことをすすめる。

①　単文を主体に書くことにより，明解な文とする。

②　なるべく主語，目的語，補語の順に書く。

③　指示代名詞の使用をさしひかえる。

④　主体が不明になりやすい。

⑤　体言止めは避ける。

⑥　二重否定はできるだけ使わない。

⑦　多義的な言葉は，意味の明白なものに変える。

⑧　関連する言葉は，なるべく統一する。

⑨　……など等の省略語は最小限にする。

⑩　内容空疎なきまり文句は使わない。例えば「前

向きに検討する」など。

⑪　“……が”の使用は少なくする。

⑫　修飾関係用語はすぐわかるように置く。

s 論文の推敲

論文を書く際，研究内容，特にその成果をいかに

書きあげるかに全力投球するので，全体的に読み返

してみると種々の欠点が各部にあるのは避けられな

いことである。したがって，一般に書き終った後に

必ず再度読み返す習慣をつける必要がある。しかも

その論文が文献として，永久に記録に残るような学

術論文の場合は特に重要な意義がある。この場合，

普通二度，三度と繰り返し，ていねいに読み直し，

手を加えることによって，自信の持てるよい文章と

なっていくこととなる。用語は「おしかつたたく」

というこの推敲という故事から生まれたものといわ

れ，言い得て妙である。

読み返し推敲する際のチェックポイントとしての

基準として，次の各項をあげることができる。

①　全体の構想や内容のまとめ方は適当か。

②　研究成果や書きたい事項が述べ尽くされている

か。

③　文章の意味が客観的にみて読者に伝わるか。

④　文字の使い方は正しいか，誤字や脱字はないか。

⑤　センテンスとパラグラフのバランスは大丈夫

か。

⑥　文体や用字・用語の選び方は正しいか。

66 技能と技術


